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(57)【要約】
【課題】　原稿載置板に対する接触による操作の誤った
受け付けを抑えることができる画像形成装置および制御
プログラムを提供する。
【解決手段】　ＭＦＰは、上面側に原稿が載置される原
稿載置板と、原稿載置板の下面側に配置されて原稿載置
板を介して原稿から画像を読み取る画像読取部と、原稿
載置板に載置された原稿を検出する原稿サイズセンサー
と、原稿載置板の表示モードを切り換える表示モード切
換手段と、原稿載置板への接触による操作を受け付ける
操作受付手段とを備え、表示モードは、画像を表示する
ための画像表示用モードと、画像表示用モードと比較し
て透明度が高い高透明度モードとを含み、操作受付手段
は、原稿載置板のうち原稿サイズセンサーによって原稿
が検出された部分での操作の受け付けを無効にする（Ｓ
１１３）ことを特徴とする。
【選択図】　図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一面側に原稿が載置される原稿載置板と、
　前記原稿載置板の他面側に配置されて前記原稿載置板を介して前記原稿から画像を読み
取る画像読取部と、
　前記原稿載置板に載置された前記原稿を検出する原稿検出手段と、
　前記原稿載置板の表示モードを切り換える表示モード切換手段と、
　前記原稿載置板への接触による操作を受け付ける操作受付手段と
　を備え、
　前記表示モードは、
　　画像を表示するための画像表示用モードと、
　　前記画像表示用モードと比較して透明度が高い高透明度モードと
　を含み、
　前記操作受付手段は、前記原稿載置板のうち前記原稿検出手段によって前記原稿が検出
された部分での前記操作の受け付けを無効にすることを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記操作受付手段は、前記原稿載置板のうち前記原稿検出手段によって前記原稿が検出
された部分での、前記操作の受け付けを無効にする直前の特定の期間における前記操作の
受け付けを取り消すことを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記表示モード切換手段は、前記原稿載置板のうち前記原稿検出手段によって前記原稿
が検出された部分を前記高透明度モードにすることを特徴とする請求項１または請求項２
に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　一面側に原稿が載置される原稿載置板と、
　前記原稿載置板の他面側に配置されて前記原稿載置板を介して前記原稿から画像を読み
取る画像読取部と、
　前記原稿載置板に載置された前記原稿を検出する原稿検出手段と
　を備える画像形成装置に、
　前記原稿載置板の表示モードを切り換える表示モード切換手段と、
　前記原稿載置板への接触による操作を受け付ける操作受付手段と
　を実現させ、
　前記表示モードは、
　　画像を表示するための画像表示用モードと、
　　前記画像表示用モードと比較して透明度が高い高透明度モードと
　を含み、
　前記操作受付手段は、前記原稿載置板のうち前記原稿検出手段によって前記原稿が検出
された部分での前記操作の受け付けを無効にすることを特徴とする制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像を表示するための画像表示用モードと、画像表示用モードと比較して透
明度が高い高透明度モードとに切り換え可能な原稿載置板を備える画像形成装置および制
御プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の画像形成装置として、一面側に原稿が載置される原稿載置板と、原稿載置板の他
面側に配置されて原稿載置板を介して原稿から画像を読み取る画像読取部と、原稿載置板
の表示モードを切り換える表示モード切換手段と、原稿載置板への接触による操作を受け
付ける操作受付手段とを備えるものが知られている（例えば、特許文献１、２参照。）。
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従来の画像形成装置における原稿載置板の表示モードは、画像を表示するための画像表示
用モードと、画像表示用モードと比較して透明度が高い高透明度モードとを含んでいる。
そして、特許文献１に記載の画像形成装置における表示モード切換手段は、画像読取部に
よる画像の読み取り動作中に原稿載置板を高透明度モードにする。また、特許文献２に記
載の画像形成装置における表示モード切換手段は、原稿搬送部を閉じた場合に原稿載置板
を高透明度モードにする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－０１７７８６号公報
【特許文献２】特開２０１６－１５２５５８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の画像形成装置においては、原稿載置板に原稿が載置された場合に
、原稿載置板のうち原稿が載置された部分で、接触による操作が利用者の意図に反して誤
って受け付けられる可能性があるという問題がある。
【０００５】
　そこで、本発明は、原稿載置板に対する接触による操作の誤った受け付けを抑えること
ができる画像形成装置および制御プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の画像形成装置は、一面側に原稿が載置される原稿載置板と、前記原稿載置板の
他面側に配置されて前記原稿載置板を介して前記原稿から画像を読み取る画像読取部と、
前記原稿載置板に載置された前記原稿を検出する原稿検出手段と、前記原稿載置板の表示
モードを切り換える表示モード切換手段と、前記原稿載置板への接触による操作を受け付
ける操作受付手段とを備え、前記表示モードは、画像を表示するための画像表示用モード
と、前記画像表示用モードと比較して透明度が高い高透明度モードとを含み、前記操作受
付手段は、前記原稿載置板のうち前記原稿検出手段によって前記原稿が検出された部分で
の前記操作の受け付けを無効にすることを特徴とする。
【０００７】
　この構成により、本発明の画像形成装置は、原稿載置板のうち原稿検出手段によって原
稿が検出された部分での接触による操作の受け付けを無効にするので、原稿載置板に原稿
が載置された場合に、原稿載置板のうち原稿が載置された部分で、接触による操作が利用
者の意図に反して誤って受け付けられることを抑えることができる。したがって、本発明
の画像形成装置は、原稿載置板に対する接触による操作の誤った受け付けを抑えることが
できる。
【０００８】
　本発明の画像形成装置において、前記操作受付手段は、前記原稿載置板のうち前記原稿
検出手段によって前記原稿が検出された部分での、前記操作の受け付けを無効にする直前
の特定の期間における前記操作の受け付けを取り消しても良い。
【０００９】
　この構成により、本発明の画像形成装置は、原稿載置板のうち原稿検出手段によって原
稿が検出された部分での、接触による操作の受け付けを無効にする直前の特定の期間にお
ける、接触による操作の受け付けを取り消すので、原稿載置板に原稿が載置されことが接
触による操作として誤って受け付けられることを抑えることができる。
【００１０】
　本発明の画像形成装置において、前記表示モード切換手段は、前記原稿載置板のうち前
記原稿検出手段によって前記原稿が検出された部分を前記高透明度モードにしても良い。
【００１１】
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　この構成により、本発明の画像形成装置は、原稿載置板のうち原稿検出手段によって原
稿が検出された部分に対して、接触による操作の受け付けを無効にするとともに、表示モ
ードを高透明度モードにするので、原稿載置板に原稿が載置されるという簡単な操作によ
って、画像読取部による原稿からの画像の読み取りを可能な状態にすることができる。
【００１２】
　本発明の制御プログラムは、一面側に原稿が載置される原稿載置板と、前記原稿載置板
の他面側に配置されて前記原稿載置板を介して前記原稿から画像を読み取る画像読取部と
、前記原稿載置板に載置された前記原稿を検出する原稿検出手段とを備える画像形成装置
に、前記原稿載置板の表示モードを切り換える表示モード切換手段と、前記原稿載置板へ
の接触による操作を受け付ける操作受付手段とを実現させ、前記表示モードは、画像を表
示するための画像表示用モードと、前記画像表示用モードと比較して透明度が高い高透明
度モードとを含み、前記操作受付手段は、前記原稿載置板のうち前記原稿検出手段によっ
て前記原稿が検出された部分での前記操作の受け付けを無効にすることを特徴とする。
【００１３】
　この構成により、本発明の制御プログラムを実行する画像形成装置は、原稿載置板のう
ち原稿検出手段によって原稿が検出された部分での接触による操作の受け付けを無効にす
るので、原稿載置板に原稿が載置された場合に、原稿載置板のうち原稿が載置された部分
で、接触による操作が利用者の意図に反して誤って受け付けられることを抑えることがで
きる。したがって、本発明の制御プログラムを実行する画像形成装置は、原稿載置板に対
する接触による操作の誤った受け付けを抑えることができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の画像形成装置および制御プログラムは、原稿載置板に対する接触による操作の
誤った受け付けを抑えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の一実施の形態に係るＭＦＰのブロック図である。
【図２】図１に示すＭＦＰの一部破断正面図である。
【図３】原稿カバーが省略された状態での図１に示すＭＦＰの上面図である。
【図４】図２に示す原稿載置板の一部の側面図である。
【図５】原稿載置板の動作モードが画像読取用モードからタッチパネルモードに移行する
場合の図１に示すＭＦＰの動作のフローチャートである。
【図６】原稿載置板の動作モードがタッチパネルモードから画像読取用モードに移行する
場合の図１に示すＭＦＰの動作のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を用いて説明する。
【００１７】
　まず、本発明の一実施の形態に係る画像形成装置としてのＭＦＰ（Ｍｕｌｔｉｆｕｎｃ
ｔｉｏｎ　Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ）の構成について説明する。
【００１８】
　図１は、本実施の形態に係るＭＦＰ１０のブロック図である。
【００１９】
　図１に示すように、ＭＦＰ１０は、種々の操作が入力されるボタンなどの入力デバイス
である操作部１１と、種々の情報を表示するＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄ
ｉｓｐｌａｙ）などの表示デバイスである表示部１２と、原稿から画像を読み取る読取デ
バイスであるスキャナー２０とを備えている。
【００２０】
　図２は、ＭＦＰ１０の一部破断正面図である。図３は、原稿カバー２３（図２参照。）
が省略された状態でのＭＦＰ１０の上面図である。
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【００２１】
　図２および図３に示すように、スキャナー２０は、一面、すなわち、鉛直方向１０ａに
おける上面側に原稿が載置される原稿載置板２１と、原稿載置板２１の他面、すなわち、
鉛直方向１０ａにおける下面側に配置されて原稿載置板２１を介して原稿から画像を読み
取る画像読取部２２と、原稿載置板２１の上面側に配置されて原稿載置板２１上の原稿を
押さえるための原稿カバー２３と、原稿載置板２１に載置された原稿のサイズを検出する
ための原稿サイズセンサー２４ａ、２４ｂ、２４ｃおよび２４ｄとを備えている。
【００２２】
　画像読取部２２は、鉛直方向１０ａと直交する水平方向のうち、前後方向１０ｂに延在
していて、左右方向１０ｃに移動しながら、原稿載置板２１上の原稿から画像を読み取る
装置である。
【００２３】
　原稿カバー２３は、前後方向１０ｂにおける後端に配置されていて左右方向１０ｃに延
在する回転軸を中心に揺動可能に支持されており、原稿載置板２１に対して閉じられるこ
とで原稿載置板２１を覆ったり、原稿載置板２１に対して開けられることで原稿載置板２
１を現したりすることができる。原稿は、原稿カバー２３が原稿載置板２１に対して開け
られることで現れた原稿載置板２１に、利用者によって直接載置させられることが可能で
ある。
【００２４】
　原稿サイズセンサー２４ａ、２４ｂ、２４ｃおよび２４ｄは、原稿載置板２１を介して
原稿載置板２１の上面側に光を照射する発光部と、発光部によって発せられて原稿によっ
て反射された光を受ける受光部とをそれぞれ備えている。原稿サイズセンサー２４ａ、２
４ｂ、２４ｃおよび２４ｄは、発光部によって発せられて原稿によって反射された光を受
光部によって受けることができた場合に、原稿の少なくとも一部を検出することができる
。原稿サイズセンサー２４ａ、２４ｂ、２４ｃおよび２４ｄは、原稿載置板２１の左後端
の位置２０ａに原稿の左後端が合わせられて原稿が原稿載置板２１に載置されている場合
に、何れが原稿からの反射光を受光したかによって原稿のサイズを検出するものである。
例えば、原稿サイズセンサー２４ａ、２４ｂ、２４ｃおよび２４ｄによって原稿のサイズ
がＡ４であることが検出されると、原稿載置板２１には、位置２０ａに左後端が合わせら
れたＡ４サイズの原稿が載置されていることになる。すなわち、原稿サイズセンサー２４
ａ、２４ｂ、２４ｃおよび２４ｄは、原稿載置板２１に載置された原稿を検出する原稿検
出手段を構成している。
【００２５】
　図４は、原稿載置板２１の一部の側面図である。
【００２６】
　図４に示すように、原稿載置板２１は、下面側に配置されていて表示デバイスとして機
能可能なディスプレイ層２１ａと、上面側に配置されていて入力デバイスとして機能可能
なタッチセンサー層２１ｂとを備えている。
【００２７】
　ディスプレイ層２１ａは、表示モードが切り換え可能である。ディスプレイ層２１ａの
表示モードは、画像を表示するための画像表示用モードと、画像表示用モードと比較して
透明度が高い高透明度モードとを含んでいる。ディスプレイ層２１ａは、例えばアクティ
ブマトリクス式またはパッシブマトリクス方式の透明ＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇ
ｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）など、画像表示用モードおよび高透明度モードを
切り換え可能な構造であれば、どのような構造であっても良い。
【００２８】
　タッチセンサー層２１ｂは、静電容量方式、抵抗膜方式など、接触による操作を受け付
け可能な構造であれば、どのような構造であっても良い。
【００２９】
　図１に示すように、ＭＦＰ１０は、用紙などの記録媒体に印刷を実行する印刷デバイス
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であるプリンター１３と、図示していない外部のファクシミリ装置と公衆電話回線などの
通信回線経由でファックス通信を行うファックスデバイスであるファックス通信部１４と
、ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、インターネットなどのネットワー
ク経由で、または、ネットワークを介さずに有線または無線によって直接に、外部の装置
と通信を行う通信デバイスである通信部１５と、各種の情報を記憶する半導体メモリー、
ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）などの不揮発性の記憶デバイスである記憶部
１６と、ＭＦＰ１０全体を制御する制御部１７とを備えている。
【００３０】
　記憶部１６は、ＭＦＰ１０を制御するための制御プログラム１６ａを記憶している。制
御プログラム１６ａは、ＭＦＰ１０の製造段階でＭＦＰ１０にインストールされていても
良いし、ＳＤカード、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）メモリーな
どの外部の記憶媒体からＭＦＰ１０に追加でインストールされても良いし、ネットワーク
上からＭＦＰ１０に追加でインストールされても良い。
【００３１】
　制御部１７は、例えば、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）
と、プログラムおよび各種のデータを記憶しているＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍ
ｏｒｙ）と、ＣＰＵの作業領域として用いられるＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　
Ｍｅｍｏｒｙ）とを備えている。ＣＰＵは、ＲＯＭまたは記憶部１６に記憶されているプ
ログラムを実行する。
【００３２】
　制御部１７は、記憶部１６に記憶されている制御プログラム１６ａを実行することによ
って、原稿載置板２１の表示モードを切り換える表示モード切換手段１７ａと、原稿載置
板２１への接触による操作を受け付ける操作受付手段１７ｂとを実現する。
【００３３】
　次に、ＭＦＰ１０の動作について説明する。
【００３４】
　まず、原稿載置板２１の動作モードが画像読取用モードである場合のＭＦＰ１０の動作
について説明する。
【００３５】
　原稿載置板２１は、動作モードが画像読取用モードである場合、ディスプレイ層２１ａ
が高透明度モードであり、接触による操作のタッチセンサー層２１ｂによる受け付けが無
効である。すなわち、表示モード切換手段１７ａは、原稿載置板２１の表示モードを高透
明度モードにしており、操作受付手段１７ｂは、原稿載置板２１への接触による操作の受
け付けを無効にしている。なお、原稿載置板２１への接触による操作の受け付けを無効に
する方法としては、例えば、タッチセンサー層２１ｂへの電力の供給を停止する方法や、
タッチセンサー層２１ｂへの電力の供給を停止させずに操作受付手段１７ｂによって操作
を受け付けない方法が存在する。
【００３６】
　画像読取用モードでは、原稿は、画像読取部２２によって画像が読み取られる面が下向
きである状態、すなわち、フェイスダウンの状態で、原稿載置板２１上に載置される。そ
して、ＭＦＰ１０は、例えば、通常のコピーの動作によって、原稿から画像読取部２２に
よって画像が読み取られた後、画像読取部２２によって読み取られた画像をプリンター１
３によって記録媒体に印刷する。
【００３７】
　原稿載置板２１の透明度が１００％でないので、コピーの動作時に、例えばディスプレ
イ層２１ａにおいて光の損失が生じる。しかしながら、ＭＦＰ１０は、そのような光の損
失を補正するためのソフトウェアなどの仕組みが実装されることが容易である。したがっ
て、ＭＦＰ１０は、原稿載置板２１の透明度が１００％でないことの影響を抑えて原稿を
高精度にコピーすることができる。
【００３８】
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　次に、原稿載置板２１の動作モードがタッチパネルモードである場合のＭＦＰ１０の動
作について説明する。
【００３９】
　原稿載置板２１は、動作モードがタッチパネルモードである場合、ディスプレイ層２１
ａが画像表示用モードであり、接触による操作のタッチセンサー層２１ｂによる受け付け
が有効である。すなわち、表示モード切換手段１７ａは、原稿載置板２１の表示モードを
画像表示用モードにしており、操作受付手段１７ｂは、原稿載置板２１への接触による操
作の受け付けを有効にしている。したがって、原稿載置板２１は、ＭＦＰ１０の動作モー
ドがタッチパネルモードである場合、タッチパネルとして動作可能である。動作モードが
タッチパネルモードである場合、制御部１７は、画像形成装置を操作するためのキー等の
オブジェクトをディスプレイ層２１ａに表示しても良い。
【００４０】
　次に、原稿載置板２１の動作モードが画像読取用モードからタッチパネルモードに移行
する場合のＭＦＰ１０の動作について説明する。
【００４１】
　図５は、原稿載置板２１の動作モードが画像読取用モードからタッチパネルモードに移
行する場合のＭＦＰ１０の動作のフローチャートである。
【００４２】
　図５に示すように、表示モード切換手段１７ａは、原稿サイズセンサー２４ａ、２４ｂ
、２４ｃおよび２４ｄによって原稿が検出されたか否かを判断する（Ｓ１０１）。
【００４３】
　表示モード切換手段１７ａは、原稿サイズセンサー２４ａ、２４ｂ、２４ｃおよび２４
ｄによって原稿が検出されなかったとＳ１０１において判断すると、原稿載置板２１の表
示モードを画像表示用モードにする（Ｓ１０２）。次いで、操作受付手段１７ｂは、原稿
載置板２１への接触による操作の受け付けを有効にして（Ｓ１０３）、図５に示す動作を
終了する。すなわち、原稿載置板２１上に原稿が載置されていない場合、原稿載置板２１
の動作モードは、Ｓ１０２およびＳ１０３の処理によって、画像読取用モードからタッチ
パネルモードに移行する。すなわち、原稿サイズセンサー２４ａ、２４ｂ、２４ｃおよび
２４ｄによって原稿が検出されている状況で、原稿が原稿載置板２１から取り去られると
、原稿載置板２１の動作モードは、画像読取用モードからタッチパネルモードに移行する
。
【００４４】
　表示モード切換手段１７ａは、原稿サイズセンサー２４ａ、２４ｂ、２４ｃおよび２４
ｄによって原稿が検出されたとＳ１０１において判断すると、図５に示す動作を終了する
。すなわち、原稿載置板２１上に原稿が載置されている場合、原稿載置板２１の動作モー
ドは、タッチパネルモードに移行せずに画像読取用モードのままである。
【００４５】
　次に、原稿載置板２１の動作モードがタッチパネルモードから画像読取用モードに移行
する場合のＭＦＰ１０の動作について説明する。
【００４６】
　図６は、原稿載置板２１の動作モードがタッチパネルモードから画像読取用モードに移
行する場合のＭＦＰ１０の動作のフローチャートである。
【００４７】
　図６に示すように、表示モード切換手段１７ａは、原稿サイズセンサー２４ａ、２４ｂ
、２４ｃおよび２４ｄによって原稿が検出されたか否かを判断する（Ｓ１１１）。
【００４８】
　表示モード切換手段１７ａは、原稿サイズセンサー２４ａ、２４ｂ、２４ｃおよび２４
ｄによって原稿が検出されたとＳ１１１において判断すると、原稿載置板２１の表示モー
ドを高透明度モードにする（Ｓ１１２）。次いで、操作受付手段１７ｂは、原稿載置板２
１への接触による操作の受け付けを無効にする（Ｓ１１３）。すなわち、原稿載置板２１
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上に原稿が載置されている場合、原稿載置板２１の動作モードは、Ｓ１１２およびＳ１１
３の処理によって、タッチパネルモードから画像読取用モードに移行する。すなわち、原
稿サイズセンサー２４ａ、２４ｂ、２４ｃおよび２４ｄによって原稿が検出されていない
状況で、原稿が原稿載置板２１に載置されると、原稿載置板２１の動作モードは、タッチ
パネルモードから画像読取用モードに移行する。
【００４９】
　操作受付手段１７ｂは、Ｓ１１３の処理の後、Ｓ１１３において操作の受け付けを無効
にする直前の、例えば０．５ｍｓｅｃなどの特定の期間において、接触による操作の受け
付けがあったか否かを判断する（Ｓ１１４）。操作受付手段１７ｂは、操作の受け付けが
あったとＳ１１４において判断すると、その操作の受け付けを取り消す（Ｓ１１５）。制
御部１７は、ＭＦＰ１０を取り消された操作前の状態に戻し（Ｓ１１６）、図６に示す動
作を終了する。操作受付手段１７ｂは、操作の受け付けがなかったとＳ１１４において判
断すると、図６に示す動作を終了する。
【００５０】
　表示モード切換手段１７ａは、原稿サイズセンサー２４ａ、２４ｂ、２４ｃおよび２４
ｄによって原稿が検出されなかったとＳ１１１において判断すると、図６に示す動作を終
了する。すなわち、原稿載置板２１上に原稿が載置されていない場合、原稿載置板２１の
動作モードは、画像読取用モードに移行せずにタッチパネルモードのままである。
【００５１】
　なお、制御部１７は、ＭＦＰ１０がスリープモードになる場合に、原稿載置板２１への
電力の供給を停止する。
【００５２】
　以上に説明したように、ＭＦＰ１０は、原稿載置板２１のうち原稿サイズセンサー２４
ａ、２４ｂ、２４ｃおよび２４ｄの少なくとも１つによって原稿が検出された部分での接
触による操作の受け付けを無効にする（Ｓ１１３）ので、原稿載置板２１に原稿が載置さ
れた場合に、原稿載置板２１のうち原稿が載置された部分で、接触による操作が利用者の
意図に反して誤って受け付けられることを抑えることができる。したがって、ＭＦＰ１０
は、原稿載置板２１に対する接触による操作の誤った受け付けを抑えることができる。
【００５３】
　ＭＦＰ１０は、原稿載置板２１のうち原稿サイズセンサー２４ａ、２４ｂ、２４ｃおよ
び２４ｄの少なくとも１つによって原稿が検出された部分での、接触による操作の受け付
けを無効にする直前の特定の期間における、接触による操作の受け付けを取り消す（Ｓ１
１５）ので、原稿載置板２１に原稿が載置されことが接触による操作として誤って受け付
けられることを抑えることができる。
【００５４】
　ＭＦＰ１０は、原稿載置板２１のうち原稿サイズセンサー２４ａ、２４ｂ、２４ｃおよ
び２４ｄの少なくとも１つによって原稿が検出された部分に対して、接触による操作の受
け付けを無効にする（Ｓ１１３）とともに、表示モードを高透明度モードにする（Ｓ１１
２）ので、原稿載置板２１に原稿が載置されるという簡単な操作によって、画像読取部２
２による原稿からの画像の読み取りを可能な状態にすることができる。
【００５５】
　なお、ＭＦＰ１０は、以上においては、原稿載置板２１に原稿が載置された場合に、原
稿載置板２１のうち原稿が載置された部分だけでなく、原稿載置板２１全体を画像読取用
モードにしている。しかしながら、ＭＦＰ１０は、原稿載置板２１に原稿が載置された場
合に、原稿載置板２１のうち原稿が載置された部分のみを画像読取用モードにし、原稿載
置板２１のうち原稿が載置された部分以外の部分をタッチパネルモードにしても良い。こ
の場合、制御部１７は、原稿載置板２１に原稿が載置された部分に表示されていたオブジ
ェクトを、原稿が載置された部分以外の領域に移動させ、原稿が載置された部分以外の領
域に表示されていたオブジェクトとともに表示しても良い。
【００５６】
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　ＭＦＰ１０は、本実施の形態において操作部１１および表示部１２を備えているが、原
稿載置板２１が入力デバイスの機能と、表示デバイスの機能とを備えているので、操作部
１１および表示部１２の少なくとも一方を備えなくても良い。ＭＦＰ１０は、操作部１１
および表示部１２の少なくとも一方を備えない場合、小型化することができる。
【００５７】
　ＭＦＰ１０は、本実施の形態において原稿検出手段として原稿サイズセンサー２４ａ、
２４ｂ、２４ｃおよび２４ｄを備えているが、原稿サイズセンサー以外の方法によって原
稿検出手段を構成しても良い。
【００５８】
　例えば、ＭＦＰ１０は、タッチセンサー層２１ｂによって原稿検出手段を構成しても良
い。すなわち、ＭＦＰ１０は、タッチセンサー層２１ｂによって接触が検出された箇所の
形状や大きさなどに基づいて、原稿載置板２１上の原稿を検出しても良い。
【００５９】
　また、ＭＦＰ１０は、原稿載置板２１に対して原稿カバー２３が開けられたことを検出
するセンサーと、原稿載置板２１の下面側に配置されて光を受ける受光部とによって原稿
検出手段を構成しても良い。原稿載置板２１に原稿が載置されている場合、原稿載置板２
１に対して原稿カバー２３が開けられると、原稿載置板２１のうち原稿が載置されていな
い部分では、外部からの光が原稿載置板２１を介して原稿載置板２１の下面側に届くが、
原稿載置板２１のうち原稿が載置されている部分では、外部からの光が原稿載置板２１上
の原稿に遮られて原稿載置板２１の下面側に届かない。したがって、ＭＦＰ１０は、原稿
載置板２１に対して原稿カバー２３が開けられたことをセンサーによって検出した場合に
、受光部によって光を検出しなかったとき、原稿載置板２１に原稿が載置されていること
を検出することができる。なお、受光部としては、原稿サイズセンサー２４ａ、２４ｂ、
２４ｃおよび２４ｄの受光部が利用されても良い。
【００６０】
　また、原稿載置板２１の動作モードは、省電力モードを含んでいても良い。原稿載置板
２１は、原稿載置板２１の動作モードが省電力モードである場合、ディスプレイ層２１ａ
とタッチセンサー層２１ｂへの電力供給が停止している。表示モード切換手段１７ａは、
原稿サイズセンサー２４ａ、２４ｂ、２４ｃおよび２４ｄによって原稿が検出されている
か否かにかかわらず、原稿載置板２１のタッチパネルモードの部分による操作や操作部１
１による操作が特定時間（例えば、３分間）ない場合、原稿載置板２１の動作モードを省
電力モードに移行する。
【００６１】
　表示モード切換手段１７ａは、原稿載置板２１の動作モードが省電力モードであって、
原稿サイズセンサー２４ａ、２４ｂ、２４ｃおよび２４ｄによって原稿が検出されていな
い場合、原稿サイズセンサー２４ａ、２４ｂ、２４ｃおよび２４ｄによって原稿が検出さ
れると、原稿載置板２１の動作モードを画像読取用モードに移行しても良い。また、原稿
載置板２１の動作モードが省電力モードであって、原稿サイズセンサー２４ａ、２４ｂ、
２４ｃおよび２４ｄによって原稿が検出されている場合、操作部１１を介して省電力モー
ドを解除する操作が行われると、原稿載置板２１の動作モードを画像読取用モードに移行
しても良い。省電力モードから画像読取用モードへの移行において、図６に示すＳ１１４
～Ｓ１１６の処理を行う必要はない。また、省電力モードから画像読取用モードへの移行
において、原稿載置板２１のうち原稿が載置された部分のみを画像読取用モードにし、原
稿載置板２１のうち原稿が載置された部分以外の部分をタッチパネルモードにしても良い
。
【００６２】
　表示モード切換手段１７ａは、原稿載置板２１の動作モードが省電力モードであって、
原稿サイズセンサー２４ａ、２４ｂ、２４ｃおよび２４ｄによって原稿が検出されていな
い場合、操作部１１を介して省電力モードを解除する操作が行われると、原稿載置板２１
の動作モードをタッチパネルモードに移行しても良い。
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【００６３】
　以上のように、原稿載置板２１が入力デバイスの機能と、表示デバイスの機能とを備え
ている構成において、原稿載置板２１の消費電力を抑えることができる。
【００６４】
　また、タッチセンサー層２１ｂは、複数の接触を同時に検出することができてもよい。
ここで、原稿が原稿載置板２１に載置されるとき、利用者の複数の指が原稿を押さえる可
能性が高い。そこで、表示モード切換手段１７ａは、タッチパネルモードにおいて、タッ
チセンサー層２１ｂに複数の接触を同時に検出した場合、稿載置板２１の動作モードを画
像読取用モードに移行しても良い。
【００６５】
　本発明の画像形成装置は、本実施の形態においてＭＦＰであるが、コピー専用機、スキ
ャナー専用機など、ＭＦＰ以外の画像形成装置でも良い。
【符号の説明】
【００６６】
　１０　ＭＦＰ（画像形成装置）
　１６ａ　制御プログラム
　１７ａ　表示モード切換手段
　１７ｂ　操作受付手段
　２１　原稿載置板
　２２　画像読取部
　２４ａ、２４ｂ、２４ｃ、２４ｄ　原稿サイズセンサー（原稿検出手段）

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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